
総人口は減少に転じていますが、 
高齢者は今後も増え続け、高齢者を支
えるマンパワーは減少していきます。 

①背景 ②少子高齢化等に伴い生じる問題 

資料に関する問合せ： 
宮崎市長寿支援課  ℡２１－１７７３ 

「少子高齢化」が進展し、「団塊の世代の方が７５歳以
上を迎える」２０２５年には、様々な問題（医療・介
護・福祉のニーズ増大等）が生じるといわれています。 

高齢者を取り巻く状況について 
各地区に近い将来何が起こるか 
ご存知ですか？ 

団塊の世代の方が１０年後、７５歳（後期高齢）以上に到達します。 
一般的に、「７５歳からはじめて介護認定を受ける方が多くなる」と言
われていますので、ニーズが急激に増えることが危惧されています。 

③2025年の危機 



④2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築 

ニーズ調査の結果判明した市民
ニーズ（右）の実現と様々な問題
（表面）の解決策が「地域包括ケ
アシステム」の構築です。 

地域包括ケアシステムは、高齢者がいつまでも住み慣れた地域で安心した生活を送ることができるよ
う、「住まい」「生活支援」「介護予防」「介護」「医療」を一体的に提供する仕組みです。 
宮崎市では、独自に「医療介護連携」を追加し、それらを支える機関として「行政」「地域包括支援
センター」「関係機関・民間企業等」を位置付けています。 

地域の関係者が集まり、地域包括ケアシステムの構築に向
けた話し合い（課題の共有、必要な取組みの確認、役割分
担等）を行います。【地域ケア会議】 
その際、中核的な役割を担うのが、市内１９箇所に 
設置している「地域包括支援センター」です。 

日常生活圏域ニーズ調査から得た
市民ニーズ 

※地域包括支援センターは、地域の高齢者の総合相談機関
で市内に１９箇所設置しており、社会福祉士、保健師、 
主任介護支援専門員が相談対応を実施しています。 

※H27～ 医療介護連携課設置 

各日常生活圏域（地域自治
区相当）での構築が求めら
れます 

⑥２０２５年の明るい未来へ 

左の図(６分野＋３機関) 
を、地域に落とし込んだ 
イメージが右側の 
図です。 

⑤各地域での地域ケア会議の開催 


